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　「
令
和
６
年
登
米
市
二
十
歳
の
集
い
」

が
１
月
７
日
、登
米
総
合
体
育
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
二
十
歳
を
迎
え
た

５
９
４
人
が
出
席
。色
と
り
ど
り
の
振

り
袖
や
は
か
ま
、ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん

だ
出
席
者
た
ち
で
会
場
は
華
や
か
な
雰

囲
気
に
。学
生
時
代
を
共
に
過
ご
し
た

友
人
た
ち
と
の
再
会
を
喜
び
合
い
、近

況
報
告
や
思
い
出
話
を
す
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。会
場
前
で
は
、実
行
委
員
ら

が
、元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

へ
の
募
金
活
動
を
実
施
。来
場
者
に
協

力
を
呼
び
か
け
て
集
ま
っ
た
義
援
金
が

被
災
地
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
熊
谷
盛も

り

廣ひ
ろ

市
長
は
、「
皆
さ
ん

の
未
来
に
は
無
限
の
可
能
性
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。勇
気
を
胸
に
、さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
」と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、実
行
委
員
が
企

画
・
制
作
し
た
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
動
画
が
上
映
さ
れ
る
と
、参
加
者
は

笑
顔
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
出
席
者
を
代
表
し
て
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
た
三
浦
朋と

も

也や

さ
ん
＝
米
山
町
後
小

路
＝
と
佐
々
木
楓ふ

う

歌か

さ
ん
＝
迫
町
江
合

＝
は
、「
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を

歩
み
、大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を

持
ち
、夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
日
々
努

力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
二
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
皆
さ

ん
は
、さ
ま
ざ
ま
な
思
い
と
自
覚
を
胸

に
、人
生
の
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

 令和６年登米市
　　　 二十歳の集い
　～それぞれの思いを胸に～

立派な教師になって
こどもたちを育てたい

支えてくれた人に感謝
人生を歩んでいく
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米
山
地
区
公
共
施
設
複
合
化
整

備
事
業
の
実
施
に
伴
い
、現
在
の

米
山
総
合
支
所
を
解
体
し
、新
た

に
複
合
化
施
設
を
建
設
す
る
た

め
、米
山
総
合
支
所
を
仮
庁
舎
に

移
転
し
ま
す
。仮
庁
舎
で
の
業
務

期
間
は
、お
お
む
ね
２
年
間
の
予

定
で
す
。

旧
米
山
農
村
総
合
管
理

施
設（
通
称
・
ア
グ
リ
ピ
ア
館
）

※「
道
の
駅
米
山
」隣

２
月

26
日（
月
）

移
転
に
伴
い
、

市
民
バ
ス
、住
民
バ
ス
の「
米
山
総

合
支
所
前
停
留
所
」も
26
日（
月
）

の
運
行
便
か
ら
仮
庁
舎
前
に
移
設

米
山
総
合
支
所
市

民
課（
地
域
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
１
１
１

　
３
月
１
日（
金
）〜
７
日（
木
）

は
、春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
週

間
で
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、住
宅
防
火

対
策
お
よ
び
乾
燥
時
・
強
風
時
の

火
災
発
生
防
止
対
策
の
推
進
な
ど

を
重
点
目
標
と
し
て
、消
防
団
、婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
、少
年
消
防
ク
ラ

ブ
と
協
力
し
、街
頭
や
車
両
に
よ

る
広
報
や
、毎
戸
へ
チ
ラ
シ
を
配

布
し
ま
す
。

　
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

　　
令
和
５
年
中
に
お
け
る
市
内
の

火
災
件
数
は
59
件
で
、前
年
と
比

較
す
る
と
20
件
増
加
。約
６
・
２
日

に
１
件
の
割
合
で
発
生
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
火
災
種
別
ご
と
の
件
数
は
、建

物
火
災
が
26
件
、林
野
火
災
が
３

件
、車
両
火
災
が
８
件
、そ
の
他
の

火
災
が
22
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　　
令
和
５
年
中
の
月
別
で
の
火
災

発
生
件
数
は
、３
月
が
13
件
と
最

も
多
く
、次
に
多
い
の
が
４
月
で

11
件
で
す
。こ
の
２
カ
月
で
全
火

災
件
数
の
40
・
７
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
３
月
、４
月
中
の
火
災
種
別
に

お
い
て
、そ
の
他
の
火
災（
枯
草
火

災
な
ど
）が
15
件（
62
・
５
％
）で
最

も
多
く
、そ
の
出
火
原
因
は
、た
き

火
・
火
入
れ
に
よ
り
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
た
き
火
・
火
入
れ
で
火
災
に

な
っ
た
経
過
を
見
る
と
、空
気
が

乾
燥
し
た
風
の
強
い
日
に
た
き
火

を
し
た
た
め
延
焼
が
拡
大
し
た

り
、火
の
粉
が
風
に
よ
り
飛
び
火

し
て
周
囲
の
可
燃
物
に
燃
え
移
り

火
災
と
な
っ
た
り
、消
火
が
不
十

分
だ
っ
た
た
め
に
再
び
燃
え
出
し

て
火
災
と
な
る
な
ど
の
原
因
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。た
き
火
に
よ
る
火

災
は
、一
人
一
人
の
火
の
取
り
扱

い
に
対
す
る
、ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
が
原
因
と
な
っ
て
発
生
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、農
業
な
ど
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
、宗
教
上

の
行
事
に
関
わ
る
も
の
な
ど
、一

部
の
例
外
規
定
を
除
き
、野
外
で

の
焼
却
行
為
は
廃
棄
物
処
理
法
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
外
行
為
で
あ
っ
て
も
、火
災

な
ど
の
発
生
が
伴
い
ま
す
の
で
、

次
の
事
項
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

◉
監
視
人
を
必
ず
置
き
ま
し
ょ
う

◉
火
か
ら
離
れ
る
と
き
は
完
全
に

消
火
し
ま
し
ょ
う

◉
消
火
に
必
要
な
器
具
な
ど
を
必

ず
準
備
し
ま
し
ょ
う

◉
風
の
強
い
日
や
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
と
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

◉
煙
や
炎
が
発
生
す
る
行
為
の
た

め
、消
防
署
に
届
出
が
必
要
で
す

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

▼
市
政
に
対
し
て
、建
設

的
な
意
見
や
要
望
な
ど
を
随
時
提

出
▼
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
▼

市
政
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
な
ど
へ
の
回
答
▼
市
長
か
ら
要

請
が
あ
る
会
議
な
ど
へ
の
出
席

９
人

委
嘱
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
末
ま
で

▼
18
歳
以
上
で
、１

年
以
上
市
内
に
在
住
の
人
▼
地
方

公
共
団
体
の
職
員
で
な
い
人
▼
モ

ニ
タ
ー
の
職
務
を
積
極
的
に
履
行

で
き
る
人

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、総
務
部
市
長
公
室（
市

役
所
迫
庁
舎
２
階
）に
持
参
ま
た

は
郵
送
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

各
総
合
支
所
と
市
長

公
室
に
備
え
付
け
の
ほ
か
、市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

３
月
12
日（
火
）総

務

部
市
長
公
室（
秘
書
総
務
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
中
江
二
丁
目
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死shichokoshitsu@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

▼
議
事
堂
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
で
の
議
会
傍
聴
▼
議

会
運
営
や
議
会
だ
よ
り
な
ど
へ
の

意
見
▼
議
会
と
の
意
見
交
換
会
へ

の
出
席
▼
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

へ
の
回
答20

人
以
内

委
嘱
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
末
ま
で

▼
18
歳
以
上
で
市
内

在
住
の
人
▼
議
会
運
営
に
関
心
を

持
つ
人
▼
議
員
お
よ
び
常
勤
の
公

務
員
で
な
い
人申

込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、議
会
事
務
局（
市
役
所

迫
庁
舎
３
階
）に
持
参
ま
た
は
郵

送
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か

議
会
事
務
局
に
備
え

付
け
の
ほ
か
、議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

３
月
11
日（
月
）議

会

事
務
局

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
迫
町
佐

沼
字
中
江
二
丁
目
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
１
３

０
２
２
０（
２
２
）９
２
２
５

死gikaijim
u@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　
市
は
、適
切
な
対
応
と
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
、

令
和
５
年
度
か
ら
、５
つ
の
総
合

支
所（
迫
・
中
田
・
東
和
・
米
山
・
豊

里
）に
保
健
師
・
栄
養
士
を
配
置
し

た
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
に
よ
り
、組
織

力
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

石

越
・
登
米
・
南
方
・
津
山
総
合
支
所

は
、毎
週
月
・
水
曜
日
の
午
前
９
時

30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、保
健

師
な
ど
が
出
向
き
ま
す
。ま
た
、こ

の
日
時
以
外
で
も
、電
話
相
談
な

ら
び
に
事
前
予
約
に
よ
る
窓
口
対

応
が
可
能
で
す
。下
記
の
担
当
総

合
支
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

成
人
検
診
や
、が
ん

検
診
な
ど
は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り

地
域
ご
と
に
実
施
し
ま
す

保
健
指

導
や
健
康
教
室
な
ど
の
活
動
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
各
地
域
に
出
向

い
て
実
施
し
ま
す市

民
生
活
部
健
康

推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

　
市
民
活
動
団
体
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
組
織
な
ど
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る「
と
め
市
民
活
動
プ
ラ
ザ
」

が
、現
在
の
迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

の
建
物
に
移
転
し
ま
す
。移
転
作
業

の
た
め
、３
月
18
日（
月
）か
ら
31

日（
日
）ま
で
の
２
週
間
、と
め
市

民
活
動
プ
ラ
ザ
を
休
館
し
ま
す
。

４
月
１
日（
月
）

場
所
＝
迫
町
佐
沼
字
西
佐
沼
70

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
５
６
５

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
10
時

ま
ち
づ
く
り
推
進
部

市
民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３
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つながる・みまもる
おもいやる

笑顔で、元気な、
南方中央地区

　
市
は
、「
野
菜
た
っ
ぷ
り
！
適
塩

ナ
ト
カ
リ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
表

彰
式
」を
、１
月
５
日
に
消
防
防
災

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
、市
内
の
小
学

５
・
６
年
生
の
親
子
を
対
象
に
、親

子
で
適
塩
を
意
識
し
、バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
や
地
場
産
野
菜
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
す
る

た
め
に
実
施
。今
年
で
３
回
目
と

な
る
本
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、28
作

品
の
応
募
レ
シ
ピ
の
中
か
ら
、８

作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
入
賞
作
品
の
う
ち
２
作
品
は
、

２
月
の
学
校
給
食
で
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

（
敬
称
略
）

▼
最
優
秀
賞
＝
及
川
琉り

ゅ
う

斗と

（
米
川

小
）「
シ
ョ
ウ
ガ
で
ポ
カ
ポ
カ
野
菜

た
っ
ぷ
り
ス
ー
プ
」▼
優
秀
賞
＝

鎌
田
璃り

音お

（
浅
水
小
）「
登
米
っ
子

大
好
き
豆
乳
ス
ー
プ
」▼
ナ
ト
カ

リ
賞
＝
成
田
智ち

え

み咲（
豊
里
小
）「
切

り
干
し
大
根
の
梅
あ
え
」、小
野

心ひ

ろ

あ愛（
浅
水
小
）「
さ
つ
ま
い
も
と

ぶ
た
ば
ら
の
あ
ま
か
ら
い
た
め
」

▼
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
賞
＝
千
葉
陽ひ

菜な

乃の

（
米
谷
小
）「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

野
菜
で
簡
単
ピ
ザ
！
」、及
川
知ち

ひ

ろ優

（
浅
水
小
）「
野
菜
た
っ
ぷ
り
カ
ボ

チ
ャ
と
さ
つ
ま
い
も
の
ミ
ー
ト
ド

リ
ア
」▼
カ
ゴ
メ
賞
＝
佐
々
木
り

ん
か（
米
岡
小
）「
栄
養
満
点
い
ろ

ど
り
ホ
ッ
ト
サ
ラ
ダ
」、白
鳥
冬ふ

ゆ

華か

（
南
方
小
）「
登
米
の
め
ぐ
み
オ
ム

レ
ツ
」

※
入
賞
作
品
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

あ す

　
髙
橋
い
ち
子こ

さ
ん（
迫
町
・
新

任
）、北
條
敏と

し

夫お

さ
ん（
登
米
町
・
再

任
）、佐
藤
博は

く

童ど
う

さ
ん（
津
山
町
・
新

任
）が
、１
月
１
日
付
け
で
、法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

を
受
け
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、人
権
に
関

す
る
相
談
を
受
け
、命
の
大
切
さ

や
思
い
や
り
の
心
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月
〜
金
曜
日
／
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

仙
台
法
務
局
登
米

支
局（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

　
長
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
協
会

役
員
と
し
て
活
動
に
尽
力
し
、地

域
に
貢
献
し
た
と
し
て
、佐
沼
地

域
飲
酒
運
転
根
絶
活
動
推
進
委
員

協
議
会
会
長
の
伊
藤
勝ま

さ
る

さ
ん
＝
迫

町
大
網
南
＝
が
交
通
栄
誉
章「
緑

十
字
銀
章
」を
受
章
。配
偶
者
の
伊

藤
桂け

い

子こ

さ
ん
に
は「
配
偶
者
感
謝

状
」が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

Zoom Up Tome 

　全国大会初戦では、第１セットを相手に先取される
危機を迎えましたが、二人で力を合わせて逆転し、勝利
することができました。２回戦、準々決勝、準決勝、決勝
と、最後まで諦めない心で戦い抜き、準優勝することが
できました。指導してくれた監督やコーチ、支えてくれ
た保護者の皆さん、そして、ペアを組んで一緒に戦って
くれたパートナーのおかげでここまで来ることができ
ました。皆さん、ありがとうございました。

　持久力を付けて、正確さに磨き
をかけて挑みました。練習で意識
したことが試合で発揮できてうれ
しかったです。次の大会ではベス
ト８を目指します。

2024

　大会を振り返ると、もっと相手
のサイドを攻めることができたと
思います。この悔しさをばねに練
習に打ち込み、相手に負けないよ
うな技術を身に付けたいです。
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郷土料理「えびもち」のＰＲ方法を発表した新田小６年の児童た
ち。ユニークな提案に、観覧者は笑顔で耳を傾けていました。

　「第16回子どもたちが考える登米市の未来新聞コン
クール表彰式」は１月21日、南方農村環境改善センター
で開かれ、73点の応募作品の中から入賞した８グルー
プが表彰されました。
　作品は、登米市の農業や自然、食、伝統文化など、自分
たちでテーマを考え、その課題や解決策を１枚の壁新
聞にまとめています。市の安全・安心について発表した
西郷小５年のグループは「市内のユニバーサルデザイ
ンを調べて話し合ううちに、自分たちも誰かの助けに
なれたらと思うようになりました」と話しました。
　入賞作品は、市公式ホームページから閲覧できます。

参加者は、海上連親水公園の池の周りを巡りながら、カメラや双
眼鏡を使ってハクチョウなどを観察しました。

　「第２回冬の渡り鳥観察会」（石越らしさ編集局主催）
は１月７日、石越町海

かい

上
しょう

連
れ ん

親水公園で開かれ、市内外
から約30人が参加しました。
　観察会は、日本雁を保護する会会長の呉地正

まさ

行
ゆ き

氏を
講師に迎えて開催。参加者は、鳥の種類の説明の他、石
越町の貝塚からハクチョウなどの骨が出土しており、
昔から多くの水鳥でにぎわっていたと考えられること
などの講話を聞いた後、水辺の野鳥を観察しました。小
学校の友人らと参加した千田脩

しゅう

矢
や

さん＝石越町第四
＝は「鳥の骨の話が興味深かった。縄文時代から、この
辺に渡り鳥がいたと聞いて驚きました」と話しました。

来場者は、版画とは思えないような、繊細で色鮮やかな作品に見
入っていました。

　登米懐古館企画展「旅して広重、奇才北斎、どきどき
歌麿。」が１月５日から３月10日まで、同館で開催され
ています。
　企画展では、昭和30年代から40年代に復刻された、歌
川広重、葛飾北斎、喜多川歌麿の浮世絵版画を展示。作
品は、実際に木製版画の製作方法による高度な技術で
再現されており、世界的に有名な３人の浮世絵師が作
り上げた世界観を楽しむことができます。
　岩手県花巻市から訪れた駿河靖

やす

訓
の り

さんは「細かいと
ころまで色彩がきれいで、印象に残る作品が多かった
です」と話しました。

厳しい寒さの中、裸参りの参加者は無病息災を祈りながら、厳か
にゆっくり歩みを進めていました。

　「佐沼どんと祭・裸参り」（登米中央商工会青年部主
催）は１月14日、佐沼一市・八日町通りなどで開かれ、裸
参りには、商工会青年部のメンバーの他、市内の企業や
団体などから128人が参加しました。
　参加者は、さらしや白装束を身にまとい、たいまつを
持って津島神社に向かって若鮨はさま館前を出発。津
島神社に到着後、たいまつの火から正月飾りやお守り
などに点火されると、来場者は御神火にあたりながら
平穏な一年を祈りました。職場の同僚と参加した髙橋
瞭
りょう

介
す け

さん＝栗原市＝は「事故なく、体調に気を付けて
健康に過ごしたいです」と願いを込めました。

消防団出初式の式典後に一斉放水を実施。訪れた多くの観覧者
は、ホースから空高く吹き上げられた放水に目を輝かせました。

　市交通安全指導隊（名生祐
ゆう

平
へ い

隊長）、市防犯指導隊（菅
原精

せい

一
い ち

隊長）と市消防団（浅井亮
りょう

喜
き

団長）が市民の安
全・安心を守る誓いを新たに、出初式を実施しました。
　両指導隊の合同出初式は１月６日、中田総合体育館
で開かれ、約100人が参加。熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長らから服装な
どの点検を受けた隊員は、新年の活動に向けて気持ち
を引き締め、結束を高めました。
　市消防団の出初式は１月７日、登米祝祭劇場で開か
れ、約600人が参加。団員らは、新年を迎え地域の安全と
無火災を祈願するとともに、地域防災の模範として意
識を高めました。

ポスターを寄贈した日野さん（左）。ポスターは市役所迫庁舎の
入口に掲示していますので、ぜひご覧ください。

　迫町出身の書家・デザイナーの日野薫
かおる

さんが１月16
日に市役所迫庁舎を訪れ、今年の干

え

支
と

を題材に自らデ
ザインしたポスターを市へ寄贈しました。
　ポスターは、淡い水色を背景に「龍」を同系色の紺色
で描き、桃色で描かれた「2024」を中央に配置。日野さん
は「『龍』の文字を中心から右にずらし、配色にグラデー
ションをつけることで躍動感や立体感を表現しまし
た。このポスターを見た人が元気になってくれたらう
れしい」と作品について語りました。熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長は
「今年も寄贈いただき感謝しています。このポスターを
見ながらこの一年を頑張っていきたい」と話しました。
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最近どんどん言葉を覚
えてきた陽琉くん。 
パパやママと呼ぶ声が
とってもかわいくて、
いとおしいです。

わが家のアイドル、は
くやくん。これからも
いっぱい笑ってすくす
く大きくなってね。

笑顔がすてきなちー
ちゃん。家族みんなの
癒やしです。これから
も元気に大きくなって
ね。

日々成長していく姿に
今後が楽しみです。こ
れからも元気もりもり
でいっぱい笑って過ご
そうね。

足並みそろえて健康に
★

南方町の青年団の活動中
に出会って、かわいいと思って
声をかけたんだ。よく近所をド
ライブデートしたよね。
★

キュウリ農家の組合で毎
年旅行するんだ。京都に行った
ときは紅葉がきれいだったね。
★

おっとりして優しい性
格だよ。嫁いだばかりの頃、何も

分からなかった私に優しく教え
てくれたの。

仕事熱心で真面目な性格
だよ。ずっとそばにいてくれて
ありがとう。

相手を気遣って、支えよ
うとすることかな。
★

自分たちのペースで野菜
を作りながら、健康に暮らした
いね。

★ 　143㌢でO型です。
★ 　石巻赤十字看護専門学校に通学してい
ます。幼い頃、病院で優しく声をかけてくれた看
護師の姿に憧れて、この道を選びました。学校か
ら出されるレポートなどの課題が多くて大変で
すが、実習で患者さんから感謝の言葉をかけても
らえると、うれしくて励みになります。患者さん
の抱える心配事や不安を取り除き、前向きな気持
ちにするケアやコミュニケーションができる看
護師になれるように、これからも勉強に取り組ん
でいきます。
★ 　何事にも全力で向き合う性格です。
一度決めたことは最後まで責任をもってやり抜
きます。
★ 　家族や友人とドライブや買
い物をしています。
★ 　関西で観光地を巡った
り、お好み焼きやたこ焼きを食べたりしたいです。
また、応援しているアイドルグループのコンサー
トに行きたいです。
★ 　小学生の時に市外から
引っ越してきて、学校給食や地域で採れた食材の
おいしさに感動しました。さらに、水道水もおい
しくて、食に満足して暮らせています。

多くの人の役に立つ人間に
　私の夢は、いろいろな人と関わり、役に立て
る仕事をすることです。
　私には年の離れた弟がいます。弟の面倒を見
たり、遊んだりしていると、母をはじめ、多くの
人に喜ばれてうれしかったので、さまざまな年
代の人の役に立ちたいと思うようになり、今の
うちから何ができるか考えてみました。
　一つ目はあいさつです。人との関わりは、あ
いさつから始まり、その後の会話もスムーズに
成り立つと思うので、当たり前のことですが、
大切なことだと思いました。また、コミュニ
ケーション能力も高めていきたいです。二つ
目は、期限を守るということです。宿題などの
期限を守り続けることで、「時間や約束を守れ
る人だな」と信頼されると思うからです。
　これからも中学生の私にできることを考え
ながら、いろいろな人と関わり、仕事を通して
人の役に立てるようになりたいです。
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◉　
介
護
は
、突
発
的
に
問
題
が
発

生
す
る
こ
と
や
、い
つ
ま
で
続
く

か
分
か
ら
ず
、自
分
以
外
に
介
護

を
担
う
人
が
い
な
い
な
ど
の
理
由

か
ら
、仕
事
と
介
護
の
両
立
が
困

難
と
な
り
、離
職
す
る
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
介
護
を
し
な
が
ら
、就
労
を
継

続
し
て
い
く
に
は
、介
護
に
関
す

る
制
度
を
理
解
し
、利
用
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。介
護
保
険
制
度

な
ど
を
活
用
し
、仕
事
と
介
護
の

両
立
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
に
関
す
る
総
合
相
談
の

窓
口
と
し
て
、地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
各
総
合
支
所
内
に
設
置

し
て
い
ま
す
。気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
修
了
者
を
対
象
に
、地
域
の

中
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
た
め
、認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
、支
援
方
法
に
つ
い
て

学
ぶ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

３
月
６
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
修
了
者

※
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
か
、サ
ポ
ー

タ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
く
だ
さ
い

無
料

25
人（
申
込
先
着
順
）

３
月
１
日（
金
）福

祉

事
務
所
長
寿
介
護
課（
地
域
包
括

支
援
係
）

◉

☎

◉

　

☎

　

☎

㊊

㊋

㊌

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
☎

◉
◉

☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊌
☎

☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉

☎

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

◉　
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
の
正

し
い
知
識
を
学
び
ま
し
ょ
う
。夫

婦
で
の
参
加
や
、す
で
に
育
児
中

の
パ
パ
も
参
加
で
き
ま
す
。

産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
、

妊
娠
・
出
産
に
よ
る
体
調
や
気
持

ち
の
変
化
、着
替
え
や
お
む
つ
交

換
な
ど

３
月
５
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
45
分（
要
電
話
予
約
）

迫
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉　
妊
娠
中
や
出
産
、育
児
に
つ
い

て
、個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

３
月
19
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

☎

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　
こ
れ
ま
で
風
し
ん
の
公
的
な
予

防
接
種
を
受
け
る
機
会
の
な
か
っ

た
年
代
の
男
性
を
対
象
に
、風
し

ん
の
抗
体
検
査
お
よ
び
風
し
ん
の

定
期
予
防
接
種
を
原
則
無
料
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　「
風
し
ん
」は
、妊
婦
が
感
染
す
る

と
、生
ま
れ
て
く
る
こ
ど
も
が「
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
」と
い
う
障
が

い
を
持
つ
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。男
性
が
感
染
し
、家
族
や
職
場

の
妊
婦
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
た
め
、注
意
が
必
要
で

す
。風
し
ん
は
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
で
、高
い
確
率
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。本
人
の
た
め
だ
け
で

は
な
く
、家
族
や
周
囲
の
人
の
健
康

と
将
来
の
た
め
に
も
、ぜ
ひ
抗
体
検

査・
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

昭
和
37
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
男
性

※
令
和
４
年
４
月
に
対
象
者
へ
送

付
し
た
ク
ー
ポ
ン
券
は
、有
効
期

限
を「
令
和
７
年
３
月
」ま
で
延
長

し
て
取
り
扱
い
ま
す

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
保
健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉　
ア
ル
コ
ー
ル
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な

ど
の
問
題
を
抱
え
る
人
の
家
族
を

対
象
に
、治
療
や
回
復
の
過
程
、依

存
症
に
よ
る
問
題
行
動
へ
の
対
応

に
つ
い
て
学
び
合
う
教
室
、個
別

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

３
月
６
日（
水
）▼
家
族
教

室
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
▼
個

別
相
談
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

精
神
保
健
福
祉
士

◉

３
月
12
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

精
神
保
健
福
祉
士

◉　
D
V
や
モ
ラ
ハ
ラ
な
ど
で
悩
む

女
性
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

３
月
27
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時（
１
人
約
50
分
）

N
P
O
法
人
ハ
ー
テ
ィ

仙
台
女
性
相
談
員

３
月
26
日（
火
）午
後

３
時（
匿
名
可
、託
児
不
可
）

◉

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料（
要
電
話
予
約
）石巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子・障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８
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と
明
記
し
、郵
送
、フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い（
様
式
は
自
由
）。住
所
、氏

名（
団
体
な
ど
の
場
合
は
、所
在

地
、名
称
、代
表
者
名
）、電
話
番
号

を
記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、電
話
で
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん

「
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
適

切
に
取
り
扱
い
ま
す
。ま
た
、個
別

の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、意
見
の

概
要
と
意
見
に
対
す
る
考
え
方
を

取
り
ま
と
め
た
上
、後
日
、市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す

市
民
生

活
部
国
保
年
金
課（
保
険
給
付
係
）

〒
９
８
７
―
０
４
４
６
／
南
方
町

新
高
石
浦
１
３
０

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５
　

死kokuhonenkin@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　
市
は
、全
て
の
市
民
が
不
当
な

差
別
を
受
け
る
こ
と
な
く
、個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
、生
き
生
き
と

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と

し
た
条
例
制
定
を
進
め
る
に
当
た

り
、条
例
案
に
対
す
る
意
見
を
募

す
。ぜ
ひ
、ご
来
館
く
だ
さ
い
。

３
月
16
日（
土
）〜
６
月
30

日（
日
）

※
５
月
７
日（
火
）は
展
示
替
え
の

た
め
企
画
展
示
室
を
閉
室
し
ま
す

登
米
懐
古
館

大
人
４
０
０
円
、高
校
生

３
０
０
円
、小
・
中
学
生
２
０
０
円

登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

　
旧
横
山
小
の
資
料
や
写
真
の

他
、市
内
の
小
学
校
で
明
治
か
ら

昭
和
時
代
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
学

校
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

３
月
９
日（
土
）〜
６
月
９

日（
日
）歴

史
博
物
館

無
料

歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　
登
米
伊
達
家
の
初
代
当
主
伊
達

宗
直
と
、そ
の
義
父
白
石
宗
実
に

関
連
す
る
、登
米
の
武
家
文
化
を

伝
え
る
貴
重
な
資
料
を
展
示
し
ま

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

▶

▶

☎
☎

特典2特典2
防犯登録（有料）のお客様
1年盗難補償付

特典1特典1
自転車ご購入のお客様
3ヶ月点検無料

特典3特典3
自転車ご購入につきご不用の自転車
1台 無料引取

店内にて

※写真は売場イメージです

100円ショップ
好評営業中！

☎

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

３
月
４
日（
月
）建

設
部

住
宅
都
市
整
備
課（
都
市
整
備
係
）

〒
９
８
７
―
０
６
０
２
／
中
田
町

上
沼
字
西
桜
場
18

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６
　

０
２
２
０（
３
４
）３
４
４
８
　

死jyutakutoshi@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　
市
で
は
、令
和
６
年
度
か
ら
11

年
度
を
計
画
期
間
と
す
る「
登
米

市
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
実
施

計
画（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）及
び

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」を

策
定
す
る
た
め
、計
画
案
へ
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

２
月
20
日（
火
）〜
３

月
21
日（
木
）

登
米
市
国
民
健

康
保
険
第
３
期
保
健
事
業
実
施
計

画（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）・第
４
期

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画（
案
）

市
民
生
活
部
国
保
年

金
課（
南
方
庁
舎
２
階
）、各
総
合

支
所
、各
公
民
館
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
国
保
保
健
事
業
等

実
施
計
画（
案
）に
対
す
る
意
見
」

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
再
講
習
を
希
望
す
る
人
も
併
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す

消
防

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　
登
米
市
景
観
計
画
の
推
進
に
当

た
り
、登
米
市
景
観
形
成
会
議
委

員
を
公
募
し
ま
す
。

２
人
以
内

登
米
市
景
観
条
例
、登
米

市
景
観
計
画
に
定
め
る
事
項
な
ど

に
つ
い
て
審
議
・
検
討
し
ま
す

委
嘱
日
か
ら
２
年
以
内

▼
市
内
に
住
所
を
有

し
、現
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以

上
の
人
▼
景
観
に
つ
い
て
関
心
が

あ
り
、公
共
的
な
観
点
か
ら
意
見

を
述
べ
ら
れ
る
人
▼
登
米
市
の
職

員
、市
議
会
議
員
で
な
い
人
▼
市

税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

次
の
必
要
書
類
を
提

出
➊
応
募
申
込
書
➋
市
税
の
納
付

状
況
確
認
同
意
書
➌
作
文「
私
が

考
え
る
今
後
の
登
米
市
の
景
観
の

在
り
方
」に
つ
い
て
、４
０
０
〜

８
０
０
字
程
度
。様
式
自
由

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

※
応
募
申
込
書
は
各
総
合
支
所
市

民
課
お
よ
び
住
宅
都
市
整
備
課
に

備
え
付
け
の
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー

集
し
ま
す
。

２
月
20
日（
火
）〜
３

月
21
日（
木
）

▼（
仮
称
）登
米

市
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例（
案
）

▼（
仮
称
）登
米
市
人
権
擁
護
に
関

す
る
条
例（
案
）の
概
要

市
民
生
活
部
市
民
生

活
課（
南
方
庁
舎
２
階
）、各
総
合

支
所
、各
公
民
館
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼「
条
例（
案
）に
対

す
る
意
見
」と
明
記
し
、郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い（
様
式
は
自

由
）▼
住
所
、氏
名（
団
体
な
ど
の

場
合
は
、所
在
地
、名
称
、代
表
者

名
）、電
話
番
号
を
記
入
し
、提
出

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、電
話
で
は

受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん「

個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ

き
適
切
に
取
り
扱
い
ま
す
。ま
た
、

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、意

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
考
え

方
を
取
り
ま
と
め
た
上
、後
日
、市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す

市
民
生

活
部
市
民
生
活
課（
市
民
総
務
係
）

〒
９
８
７
―
０
４
４
６
／
南
方
町

新
高
石
浦
１
３
０

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死sim
in@
city.tom

e.m
iyagi.jp

　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、適
切
に
応
急
手
当
て
を
す
る

こ
と
で
一
人
で
も
多
く
の
人
の
命

を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
切

な
命
を
救
う
た
め
、講
習
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

３
月
17
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー（
３

階
大
会
議
室
）

心
肺
蘇
生
法
、A
E
D
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

無
料30

人（
先
着
順
）

※
中
学
生
以
上
の
ど
な
た
で
も
受

講
で
き
ま
す

３
月
１
日（
金
）〜
10

日（
日
）
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

㊐

◉

☎

㊎

◉

☎

㊏
㊐

◉

☎

㊐

◉

☎

　
市
公
用
車
へ
の
広
告
掲
載
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。お
店
な
ど
の
走

る
広
告
塔
と
し
て
活
用
く
だ
さ
い
。

事
業
所
や
事
務
所
、店

舗
な
ど
を
持
つ
個
人
、法
人

２
月
20
日（
火
）〜
３

月
８
日（
金
）１

台
当
た
り
基
本
４
千

円
／
月

郵
送
ま
た
は
持
参

※
郵
送
の
場
合
は
、封
筒
に「
公
用

車
広
告
掲
載
申
込
」と
記
載

※
申
込
書
は
総
務
部
総
務
課
で

配
布
す
る
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　
迫
図
書
館
・
登
米
図
書
館
・
中
田

図
書
室
の
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、雑
誌
の
提
供
ス
ポ

ン
サ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
雑
誌
購
入
代
金
を
負
担
す
る
こ

と
に
よ
り
、最
新
号
の
カ
バ
ー
に

ス
ポ
ン
サ
ー
名
、裏
面
は
ス
ポ
ン

サ
ー
広
告
を
掲
載
で
き
ま
す
。

個
人
事
業
主
・
会
社
・
団

体
な
ど

購
入
す
る

雑
誌
は
、図
書
館
が
作
成
す
る
リ

ス
ト
か
ら
選
定
。期
間
は
１
年
間

で
、継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す迫

図

書
館
白
鳥
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
爽
陽

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
８
２
０

４
月
７
日（
日
）〜
９
月
15

日（
日
）／
各
日
曜
日
、平
日
実
習

あ
り

宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉

セ
ン
タ
ー（
仙
台
市
）

県
内
在
住
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
親
ま
た
は
寡
婦
で
、全
日

程
受
講
で
き
る
人

13
人
程
度

受
講
料
無
料（
別
途
、教
材

費
・
実
習
費
９
千
円
程
度
）

３
歳
〜
小
学
３
年（
無
料
）

２
月
21
日（
水
）〜
３

月
21
日（
木
）

は
が
き
、フ
ァ
ク
シ

　
年
金
加
入
者
は
、職
業
な
ど
に

よ
り
、３
つ
の
種
別
に
分
か
れ
ま

す
。20
〜
60
歳
の
間
に
種
別
が
変

わ
る
場
合
は
、届
け
出
が
必
要
で

す
。

給
料
か
ら
保
険

料
が
天
引
き
に
な
る
会
社
員
な

ど
と
異
な
り
、自
営
業
者
、農
業

従
事
者
、学
生
な
ど
の
第
１
号
被

保
険
者
は
、自
分
で
保
険
料
月
額

１
万
６
５
２
０
円（
令
和
６
年
３

月
末
時
点
）を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。加
入
手
続
き
後
、納
付

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、銀
行
、

農
協
、信
用
組
合
、信
用
金
庫
、郵

便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
電
子
納
付
な
ど
で
納
め
る
か
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

収
入
が
無
く
、納
付
が
困
難
な
場

合
は
、申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
を

免
除
ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。学
生
に
は
、学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、年
金

事
務
所
ま
た
は
最
寄
り
の
総
合
支

所
市
民
課
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

■

■

■

◉　
公
共
用
水
域
を
き
れ
い
に
し

て
、自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め

に
、下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る

地
域
に
お
住
ま
い
の
人
は
、早
め

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉　
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、排
出

汚
水
量
の
認
定
制
度
に
よ
り
、下

水
道
使
用
料
を
算
定
し
ま
す
。

▼
井
戸

水
な
ど
水
道
水
以
外
を
生
活
用
水

と
し
て
使
用
し
て
い
る
▼
水
道
水

を
次
の
用
途
で
使
用
し
て
い
る
➊

牛
や
豚
な
ど
の
畜
舎
で
使
用
➋
年

間
を
通
し
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な

ど
で
出
荷
用
野
菜
や
花
き
栽
培
に

使
用
➌
製
造
業
な
ど
で
製
品
に
多

量
の
水
を
使
用
➍
育
苗
な
ど
で
一

時
的
に
多
量
の
水
を
使
用
し
て
い

る（
原
則
１
カ
月
分
）

※
申
請
方
法
な
ど
、詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

上
下
水
道

部
経
営
総
務
課（
業
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
１

ミ
リ
、ウ
ェ
ブ
申
し
込
み

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

宮
城

県
母
子
福
祉
連
合
会

〒
９
８
３
―
０
８
３
２
／
仙
台
市

宮
城
野
区
安
養
寺
３
丁
目
７
―
３

☎

０
２
２（
２
５
６
）６
５
１
２

　
自
分
に
合
っ
た
働
き
方
で
地
域

に
貢
献
し
た
い
60
歳
以
上
の
人
を

募
集
し
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、臨
時
的
・
短
期

的
に
働
き
た
い
と
い
う
人
に
仕
事

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

室
内
外
清
掃
・
受
付

事
務
・
筆
耕
・
植
木
剪せ

ん

定て
い

・
大
工
仕

事
・
自
動
車
の
運
転
・
草
取
り
・
草

刈
り
・
農
作
業
・
お
墓
掃
除
な
ど

※
入
会
を
希
望
す
る
人
は
、入
会

説
明
会
に
参
加
く
だ
さ
い

■

３
月
15
日（
金
）午
後
１
時

30
分（
毎
月
15
日
開
催
）

登
米
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

登
米

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
５
２
６

次のとおり国家公務員の採用試験を実施します。

人事院ホームページ「国家公務員試験
採用情報NAVI」からインターネット申し込み
※受験資格などの詳しい内容は、人事院ホーム
ページを確認してください

▶一般職＝人事院東北事務局第二課
（試験係）　☎ 022（221）2022
▶国税専門官＝仙台国税局人事第二
課（試験研修係）　☎ 022（263）1111

0220-23-8688下田中53番地8
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新
規
で
申
請
す
る
人
、継
続
申

請
す
る
人
で
車
両
や
運
転
者
な
ど

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、税
務
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課
の
窓

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
２
日（
火
）〜
５

月
24
日（
金
）

※
詳
細
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

▼
総
務
部
税
務
課（
市
民
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　
市
で
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の

価
格
高
騰
に
よ
る
市
民
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、「
登
米

市
燃
料
券
」を
配
布
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
１
月
１
日
時

点
で
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

１
人
当
た
り
３
千
円
分

２
月
15
日（
木
）〜
５

月
31
日（
金
）灯

油
、ガ
ソ
リ
ン
、軽

油
の
購
入

１
月
下
旬
〜
２
月
末

※
世
帯
主
あ
て
に
世
帯
分
を
ま
と

め
て
、ゆ
う
パ
ッ
ク
で
配
送
し
て

い
ま
す

産
業
経
済
部
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
課（
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
６

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（令和６年１月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計　　（前月比）

迫 7,670 9,377 9,814 19,191 （▲30）

登米 1,747 2,087 2,287 4,374 （▲9）

東和 2,214 2,707 2,758 5,465 （▲20）

中田 5,277 7,328 7,534 14,862 （▲28）

豊里 2,151 3,013 3,048 6,061 （▲8）

米山 2,792 4,049 4,142 8,191 （▲14）

石越 1,492 2,130 2,139 4,269 （▲9）

南方 2,710 3,881 4,059 7,940 （▲5）

津山 1,107 1,359 1,496 2,855 （▲7）

合計 27,160 35,931 37,277 73,208 （▲130）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

年明けから、宮城県内では交通死亡事故が連続して発生して
います。ハンドルを握ったら運転に集中し、安全運転を心掛
けましょう。

（令和６年１月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ６ Ｒ５ 増減数

人身事故
発生件数 6件 8件 ▲2件

死者数 0人 0人 0人

負傷者数 6人 8人 ▲2件

物損事故
発生件数 94件 82件 12件

※Ｒ６年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

３
月
12
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

迫
公
民
館

無
料

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

３
月
22
日（
金
）午
後
１
時

〜
３
時
50
分（
要
電
話
予
約
）

市
役
所
南
方
庁
舎

佐
竹
孝た

か

行ゆ
き（
司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　
障
が
い
者
が
、自
立
し
た
日
常

生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

３
月
26
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
➋
午
前
11
時
➌
午
後
１
時

30
分
➍
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

　
ご
寄
付
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
12
月
受
納
）

●
株
式
会
社
ア
イ
・
ケ
ー
・
エ
ス

様
／
小
中
学
校
、子
育
て
支
援
施

設
、図
書
館
等
用
・
絵
本
１
１
０
冊

（
12
月
14
日
）

●
医
療
法
人
社
団
恭
謹
会
上
杉
皮

膚
科
医
院
様
／
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、児
童
館
用・児
童
図
書
１
７
９

冊
、保
育
用
品
78
個（
12
月
19
日
）

●
市
内
在
住
個
人（
匿
名
）様
／
感

染
予
防
に
現
金
20
万
円（
12
月
20
日
）

●
市
外
企
業（
匿
名
）様
／
市
の
公

益
に
現
金
10
万
円（
12
月
25
日
）

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
ゆ

い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

　
無
料
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

３
月
20
日（
水
・
祝
）午
前

10
時
〜
午
後
４
時

（
予
約
不
要
）

☎
０
２
２（
２
２
１
）６
８
７
０

※
同
日
、宮
城
県
司
法
書
士
会
館

（
仙
台
市
）で
面
接
相
談
も
実
施
し

ま
す
。（
要
予
約
）

宮
城

県
司
法
書
士
会

☎
０
２
２（
２
６
３
）６
７
５
５

　
障
が
い
者
の
使
用
す
る
自
動
車

の
燃
料
費
と
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◉

世
帯
全
員
の
住
民
税
が

非
課
税
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
➊
身
体
障
害
者
手
帳
１
・２

級・
内
部
３
級
、療
育
手
帳
Ａ
、精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・２
級
で

自
動
車
を
所
有
し
運
転
す
る
、ま
た

は
そ
の
自
動
車
を
障
が
い
者
の
た

め
に
運
転
す
る
同
居
者
➋
身
体
障

害
者
手
帳
下
肢
３
級
で
、自
動
車
を

所
有
し
運
転
す
る
➌
療
育
手
帳
Ａ
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・２

級
、18
歳
未
満
で
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
・
内
部
３
級
の
人
の
た
め
に

自
身
が
所
有
す
る
自
動
車
を
運
転

す
る
同
居
者

※
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

や
透
析
患
者
通
院
費
助
成
事
業
を

利
用
し
て
い
る
人
、社
会
福
祉
施

設
入
所
者
、申
請
時
に
継
続
し
て

３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
人
、

生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外

障
害
者
手
帳
、

運
転
免
許
証
、車
検
証
お
よ
び
電

子
車
検
証
の
場
合
は
自
動
車
検
査

証
記
録
事
項
、印
鑑

◉

世
帯
全
員
の
住
民
税
が

非
課
税
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
➊
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
➋
身
体
障
害
者
手
帳
３

級
の
う
ち
、呼
吸
機
能
障
が
い
者

で
、酸
素
濃
縮
器
を
常
時
利
用
し

て
い
る
、ま
た
は
体
幹
・
下
肢
機
能

障
が
い
者
で
車
い
す
移
動
に
限
ら

れ
る
➌
療
育
手
帳
Ａ
➍
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
・２
級

※
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
事

業
や
透
析
患
者
通
院
費
助
成
事
業

の
利
用
者
は
対
象
外障

害
者
手
帳
、

印
鑑

◉

３
月
１
日（
金
）か
ら
、各

総
合
支
所
市
民
課
で
受
け
付
け

※
令
和
５
年
１
月
１
日
以
降
の
転

入
者
は
、転
入
前
住
所
地
の
住
民

税
課
税（
非
課
税
）証
明
書
が
必
要

で
す

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
障
が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持

ち
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
、軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
減
免
申
請
を
し

た
人
は
、３
月
下
旬
に
申
請
書
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、必
要
事
項
を

記
入
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
は
、東
北
労
働
金
庫
と
提
携

し
、勤
労
者
の
生
活
安
定
を
目
的

に
低
金
利
で
各
種
資
金
を
融
資
し

て
い
ま
す
。➊

市
内
に
住
所
を
置

き
、勤
労
し
て
い
る
➋
申
し
込
み

時
の
年
齢
が
18
歳
以
上
、勤
続
年

数
１
年
以
上
、前
年
の
年
収
が

１
５
０
万
円
以
上
➌
東
北
労
働
金

庫
の
審
査
基
準
を
満
た
せ
る
こ
と

東
北

労
働
金
庫
迫
支
店

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
５
１
１

　
４
月
１
日
か
ら
、水
道
料
金
・
下

水
道
使
用
料
を
納
入
通
知
書
で
支

払
い
し
て
い
る
人
は
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
決
済
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
ま
す
。

　
利
用
可
能
な
ア
プ
リ
や
利
用

方
法
な
ど
、詳
細
は
上
下
水
道
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
部
経
営

総
務
課（
業
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
１

　
市
は
、新
婚
世
帯
に
対
し
て
、住

居
費
や
引
越
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。令
和
６
年
度
か
ら
、

補
助
要
件
お
よ
び
上
限
額
が
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
令
和
５
年
度
＝
令

和
５
年
４
月
１
日
〜
令
和
６
年
３

月
31
日
に
婚
姻
し
た
新
婚
世
帯

▼
令
和
６
年
度
＝
令
和
６
年
１
月

１
日
〜
令
和
７
年
３
月
31
日
に
婚

姻
し
た
新
婚
世
帯

※
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
に
婚

姻
し
た
場
合
は
、夫
婦
所
得
額
合

算
額
が
５
０
０
万
円
未
満

▼
令
和
５
年
度
＝

一
律
30
万
円
▼
令
和
６
年
度
＝
夫

婦
の
双
方
が
29
歳
以
下
の
新
婚
世

帯
＝
40
万
円
、夫
婦
の
双
方
ま
た

は
一
方
が
40
歳
以
上
の
新
婚
世
帯

＝
20
万
円
、そ
の
他
の
新
婚
世
帯

お
よ
び
令
和
６
年
１
月
１
日
〜
３

月
31
日
に
婚
姻
し
た
新
婚
世
帯
＝

30
万
円

※
令
和
４
年
度
に
婚
姻
し
た
世
帯

の
受
け
付
け
は
終
了
し
ま
し
た

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

福
祉
事
務
所
子
育

て
支
援
課（
子
育
て
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
６
２

　
毎
年
３
月
は
、名
義
変
更
、廃
車

な
ど
の
各
種
手
続
き
や
検
査
申
請

が
集
中
し
、大
変
混
雑
し
ま
す
。特

に
週
末
や
中
旬
以
降
は
混
み
合
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。申
請
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

軽
自
動
車
検
査
協

会
宮
城
主
管
事
務
所

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
８
３
０



21 2024.3 20

➊ ➋

➌

➍

➎

➏

➐

➑



23 222024.3

☎

◀

▶

▶

◀

◀

▲

▲

◀



編

集

後

記

▼
二
十
歳
の
集
い
を
取
材
。参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
明
る
く
元

気
な
笑
顔
に
癒
や
さ
れ
な
が

ら
、希
望
を
胸
に
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。皆
さ
ん
の
人
生
が
飛
躍
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
進
む
先
で
ご
活
躍

さ
れ
る
こ
と
、そ
し
て
幸
多
き

道
を
歩
ま
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。（
木
戸
浦
）

▼
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募

し
、県
の
審
査
の
結
果
、広
報
紙

部
門
で
広
報
と
め
の
10
月
号

が
、写
真
の
部
で
同
号
の
表
紙

が
選
ば
れ
、全
国
に
推
薦
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。広
報

紙
は
市
民
皆
さ
ん
の
活
躍
が

あ
っ
て
こ
そ
。今
後
も
皆
さ
ん

の
活
動
を
追
い
か
け
て
い
き
ま

す
の
で
、追
わ
れ
て
も
逃
げ
な

い
で
く
だ
さ
い
ね
。（
高
橋
）

▼
元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。東
日
本
大
震
災
か
ら
13

年
を
迎
え
ま
す
。改
め
て
災
害

へ
の
備
え
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。な
お
、３
月
11
日
午
後
２
時

46
分
に
、屋
外
放
送
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
に
よ
る
一
斉
黙
と
う
を
実

施
し
ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。（
渡
邊
）

　「トップチームへの昇格を聞いた時は、実力を
認めてもらったことがうれしくて、すぐ親に報告
しました」。そう話すのは、現在プロサッカーチー
ムであるモンテディオ山形のユースチームに所
属し、2024シーズンからトップチームへの昇格
を決めた千葉選手。幼い頃からの夢であったプロ
サッカー選手への扉を開いた。
　千葉選手がサッカーを始めたのは小学２年生の
時。当時、サッカーブラジル代表でプレーしていた
ネイマール選手に憧れて、スポーツ少年団「エスペ
ランサ登米F.C」に入団した。プロサッカー選手に
なりたいという夢は、いつしか明確な目標となり、
佐沼中３年時にモンテディオ山形ユースのセレク
ションに合格。単身山形県に移住し、プロになるた

めの挑戦が始まった。
　ユース入団直後は、レギュラーメンバーに選ば
れずに悔しい思いをするも、全体練習はもちろ
ん自主練習にも励み、努力の末にレギュラーメン
バーを勝ち取った。その後、持ち前のスピードを生
かしたドリブルや、精度の高いフリーキックを武
器に、チーム内での存在感を高めていき、その結果
が認められてトップチームへの昇格を果たした。
　「絶対にプロの選手になるんだという強い気持
ちを持って努力を続けてきたことが結果につな
がったと思います。今まで支えてくれた全ての人
に感謝しているので、早くデビューしてプレーと
結果で恩返ししたいです」。プロのステージでの活
躍を誓い、新たなる挑戦が幕を開ける。

（防犯や防災、市政に関する情報などを配信）
https://mail.cous.jp/tomecity/

（市政、イベント情報などを配信）
https://line.me/R/ti/p/%40972tqqam

努力を積み重ねて努力を積み重ねて
夢を実現夢を実現
新たなる挑戦が新たなる挑戦が
幕を開ける幕を開ける
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